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基金は後記の｢深海試すい｣の実施についても大スポン

サｰである.(つづく)(筆者は石減課長)
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1.科学技術庁:アメリカにおける海洋関係調査機関と全体海

洋調査計圃昭和40年
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9.科学技術庁:簸3号答申プ原ジェクトと各省庁における海

洋開発関連調査研究との対比表明穐44年(未公表資料)
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1冒本分光学会

1.昭和45年3月31目

(火)榊遠月2買

(木)

婁｡昭和45年春季第ユ7

回応用物理学関係

連合講演会

3.貝本女子大学(東

京都文京区目白台

2-8王)

応用物理学会･貝本結晶学会明本分光学会外4学会協

同

東京都新宿区百人町4一道00

東京教育大学光学研究所内

目本分光学会(03)362-788王

･地殻変動および地震活動のシンポジウム

1.昭和45等2月10目～18目

2.地殻変動および地震活動に関する国際シンポジウム

3.ビクトリア大学ウェリントン･貝エｰジランド

4.ニュｰジランド王立協会
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･国際地化学探査シンポジウム

エ.昭穐45牢進月工6買～ユ8目

2.国際地化学探査シンポジウム

3.トロントカナダ

4.カナダ鉱山冶金学会および鉱山地質学会
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･岩石力学会議
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昭和45年9月21目～25日

第2回国際岩石力学学会会議

ベオグラｰドユｰゴスラビア

ユｰゴスラビア岩石力学および地下構造学会
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･地熱開発利用に関するシンポジウム

1.醐靴45年9月22賢一0月工目

2.地熱開発および列席に関ナる国際連合シンポジウム

3.ピサイタリア

4､国際連合およびイ券シア政府
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〔注〕工.鯛催年月2.会合名3.会場4.主催者

嚢｡遼籍先(掲載順位は原稿到着順)�


